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「児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）」は、
18歳未満のすべての人の保護と基本的人権の尊重を促進することを目的とした条約。

権利 権利 権利 権利 権利

18歳未満のすべての子ども

「子どもの権利条約」 とは

生命、生存及び発達に対する権利

命を守られ成長できるように

医療 教育 生活
保障される支援

児童に対する措置の原則

子どもにとって
最もよいことって
なんだろう？

意見表明の機会

おとなはその意見を子どもの
発達に応じて十分に考慮します

子どもが自由に意見を表明

差別の禁止

性 人種や
国籍

意見
経済
状況

障害

どんな理由でも
差別されない

「子どもの権利条約」 一般原則

「子どもの権利条約」批准後

「子どもの権利条約」に批准（同意の手続きを完了）後

国連「子どもの権利委員会」
課題を指摘

取り組み報告

各国

条約を批准してから2年以内、その後は5年ごと

「子どもの権利条約」ができるまで～現在

現在

196の国と地域がこの条約を締約
（2019年現在）

1994年 1990年

「子どもの権利条約｣が
国際条約として発効

「子どもの権利条約｣日本発効

1989年

「子どもの権利条約」国連で採択

1978年

「子どもの権利条約｣の草案

1959年

「児童の権利宣言｣

1948年

「世界人権宣言｣
人権および自由を尊重し
確保するための宣言

世界人権宣言を受けて
子どもの人権に絞った宣言

ポーランドから
国連人権委員会に提出

「児童の権利に関する宣言」
採択30周年記念日に国連総会で採択

日本は158番目
の締結国


